
「主のご降誕」おめでとうございます。

清川 泰司 神⽗
今年も、「主のご降誕」を迎えることが出来ました。カトリック信者にとって「主のご降誕」を祝うこと

は「神の御⼼」が「イエス・キリスト」として約2000年前に、地上に来られたことを祝うことであるといっ
て良いでしょう。
カトリックの場合、その祝いは「主の降誕」のミサという形で⾏われます。この「主のご降誕」を、世間
では、英語圏で⾔われる「クリスマス(Christmas)」という⾔葉を使って祝っています。そもそも Christmas
という⾔葉は「Christ」＝「キリスト」と「Mas」＝「ミサ」を指します。この意味で、「キリストの降誕」
をミサで祝うのが正式なのです。
ここで⾔う正式とは、ただ単に「イエスの誕⽣」をミサで祝って終わりということではありません。「イ
エス・キリスト」の⽣涯(降誕・宣教・⼗字架の死・復活)を通して⽰された⼈類救済を望む「神の御⼼」に
感謝し、そして、信者は「神の御⼼」に従い⽣きる恵み(御聖体＝キリストの体)をいただくという思いがあ
ってこそ、ミサは⽣きたものとなるのです(信者でない⽅は祝福)。
約2000年前、イエス・キリストは⽣涯を通して、⼈類の救済を求める「神の御⼼」を誠実に⽣き、⼈々に
伝えました。このイエスが伝えた「神の御⼼」を簡単に説明すると、神がすべての⼈を無条件で分け隔てな
く愛している事、そして、神の前ですべての⼈間は兄弟姉妹であり、愛し合い、赦し合うことを望んでおら
れる事、また、社会の中で無⼒な者が⼤切にされ、⼒を賦与された者は全ての⼈の奉仕者となる事を求めて
おられるのです。さらに、聖書全体を深く理解してゆくと、⼈間の知恵の枠組みで、他者や万物を役に⽴つ
か役に⽴たないかだけで価値づけることにより起こる悲劇(⾃然環境破壊・差別・排除・優⽣思想)について、
神が警鐘を鳴らしていることにも気づかされるのです(特にローマへの⼿紙８:18-25 参照)。
しかし、現代に及んでも⼈類に戦争は絶えません。ロシアのウクライナ侵攻、イスラエルのパレスチナガ
ザへの攻撃、それが、憎しみを増⼤させ悲劇を拡⼤している現実があります。彼らの多くは、「⼀神教」で
あるユダヤ教徒、キリスト教徒、イスラム教徒です。いずれの宗教も「⼈を殺してはならない」と教えられ
ています。しかし、歴史上、現れる為政者(⼈間の権⼒者＝宗教指導者も含む)は、この解釈を歪め続けてき
ました。
為政者は、信仰理解の未熟な⼈々に、豊かさ(富・安⼼)の幻想を抱かせ、その豊かさの争奪へと向かわせ、
優越感と劣等感に⼈間は苛まれるのです。そして、為政者は、その中で⼈間の持つ貪欲さを煽り、同じ⺠族、
同じ宗教、同じ考え、⾃分に都合の良い者を「⼈間」と捉え、それ以外は「敵」であり、「獣」とする⼈間
の致命的要因を巧妙に利⽤し、⾃分の利益(蓄財、⾃⼰顕⽰欲)の為に悲劇へと⼈々を向かわせるのです。こ
の悲劇は、「⼀神教」だけの問題ではなく、⼈類の致命的要因に基づくことであると考えるのです。
聖書全体、そして究極的には約2000年前、イエスが⼗字架につけられた出来事は、この⼈類の致命的要因
(原罪)を明らかにするためでした。それは、⼈類救済を望む神が、⼈類の致命的要因により、無抵抗のまま
殺される神の⼦「イエス・キリスト」の出来事を通して明るみにしたのです。この出来事を通して神は、⼈
類を「死の世界(弱⾁強⾷の世界)」から「いのちの世界(愛し合う世界」への可能性を開いたのです。そして、
その「神の御⼼」が継続される徴としてイエスは復活し、さらに「聖霊(神の御⼼の霊)」が、世の終わりま
で送り続けられるというのが、聖書全体を通して描かれた⼈類救済を求める「神の御⼼」と⾔えるでしょう。
近年、教皇は、聖書全体から「神の御⼼」を⽰す、「普遍的共通善」という⾔葉をよく使うようになりま
した。この⾔葉を、簡単に説明すると個⼈、家族、⺠族、仲間、同じ考えの者、同じ宗教に属している者の
みの救いを超えて、⼈間には全体の救いを求める⼼を神から与えられており、それを呼び覚ます考えです。
近年の教皇は、その考えを基礎に「すべての⼈が救われてこそ⾃分の救いがある」という「いのちの営み」



に、⼈々を導く神を⾒出させようとしていることを感じます。
「主のご降誕」の際、教会に⾺⼩屋が飾られます。その中⼼にある「飼い葉桶(家畜の餌⼊れ)」に幼⼦イ
エス・キリストが寝かされています。この最も弱く貧しい存在として来られた神の⼦イエスが、⽣涯を通し
て⼈類の救済を望む「神の御⼼」を伝え、そして、⼈類救済のために⼗字架につけられたのです。「飼い葉
桶」に寝かされたキリストを⾒つめ、その上にある⼗字架を⾒つめる事、その背後に全⼈類の救済を望む
「神の御⼼」が、今も背信する⼈類に忍耐強く関わっているのです。この「神の御⼼」の繋がるところに、
平和を作る新しい⼼、新しい⽣き⽅への招きがあるのです。これが、「主のご降誕」をミサで祝う真意と⾔
えるでしょう。


